
前
回
は
町
北
部
の
力
士
碑
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
町
南
部
の
力
士
碑
を
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
碑
の
番
号
は
前
回
か
ら
の
続

き
の
番
号
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
音
羽
山
序
七
（
建
立
年
不
明
）　

上
森

原
の
旧
国
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
本
名
大
林

序
七
郞
久
雄
。
江
戸
末
期
頃
の
人
で
、
大
阪

相
撲
に
加
わ
り
、
夜
は
線
香
の
明
か
り
で
稽

古
を
続
け
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
相
撲
だ
け
で
は
な
く
竹
内
流
柔
術

の
達
人
で
も
あ
り
、
寺
子
屋
も
開
い
て
庶
民

教
育
を
行
う
な
ど
文
武
両
道
に
秀
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
多
く
の
門
人
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で

す
。
石
碑
の
銘
文
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
門
人

に
よ
っ
て
合
同
で
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

建
立
年
は
不
明
で
す
が
、
近
く
に
あ
る
本

人
の
墓
石
に
天
保
十
四
年
（
１
８
４
３
）
の

年
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
近
い
年
代

に
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。⑦

両
川
菊
之
丞
塔
（
天
保
13
年
建
立
）　

宗
枝
と
真
加
部
を
結
ぶ
町
道
の
傍
ら
に
あ
り

ま
す
。
銘
文
に
「
音
羽
山
序
七
郞
門
弟
」

と
あ
る
こ
と
と
「
両
川
」
の
四
股
名
か
ら
音

羽
山
の
相
撲
の
門
弟
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が

詳
細
は
不
明
で
す
。
世
話
人
に
よ
り
碑
を
建

立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
強
さ

と
人
徳
を
身
に
つ
け
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

⑧
都
島
逸
八
塚
（
明
治
25
年
建
立
）　

原

の
宮
ヶ
鼻
の
町
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
本
名

竹
井
逸
八
。
門
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
碑

で
す
が
、
力
士
と
し
て
の
経
歴
に
つ
い
て
は
不

明
で
す
。

⑨
絹
川
茂
治
郞
（
明
治
14
年
建
立
）　

元

は
真
加
部
橋
ヶ
元
の
十
字
路
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
真
加
部
公
会
堂
か
ら

町
道
を
挟
ん
で
南
東
に
あ
る
前
原
家
の
敷
地

内
に
あ
り
ま
す
。
門
人
13
名
の
連
名
で
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
力
士
と
し
て
の
経
歴
に
つ
い

て
は
不
明
で
す
。

⑩
作
州
横
綱
泉
川
之
碑
（
昭
和
３
年
建

立
）　

藤
屋
の
旧
街
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

本
名
矢
野
美
喜
治
。
藤
屋
に
土
俵
を
作
り
、

二
代
目
泉
川
部
屋
の
頭
取
（
現
在
の
相
撲
部

屋
の
親
方
）
と
し
て
百
数
十
人
の
門
弟
を
指

導
し
、
津
山
市
東
一
宮
に
あ
る
真
龍
虎
男
の

碑
文
に
よ
れ
ば
作
東
相
撲
協
会
副
取
締
も
務

め
た
よ
う
で
す
。
碑
文
は
犬
養
毅
の
書
で
す
。

こ
の
碑
の
除
幕
式
の
後
に
は
披
露
相
撲
が
開

催
さ
れ
た
と
い
う
話
が
地
元
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

碑
の
銘
文
に
あ
る
45
人
の
門
弟
の
う
ち
、

最
初
に
四
股
名
の
刻
ま
れ
た
小
泉
（
本
名
亀

川
勇
）
は
寺
和
田
出
身
で
、
の
ち
に
三
代
目

泉
川
部
屋
の
頭
取
と
な
り
、
日
本
相
撲
連
盟

五
段
、
美
作
相
撲
協
会
会
長
・
津
山
相
撲

連
盟
名
誉
会
長
も
務
め
、
戦
後
の
美
作
の
相

撲
の
復
興
に
多
大
な
力
を
尽
く
し
た
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
ま
す
。

美
作
は
か
つ
て
相
撲
の
盛
ん
な
地
域
で
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
発
展
に
は
町
内
の
力
士

も
多
く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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東竹田の地下芝居

「
岡
山
の
相
撲
」、「
鏡
野
町
の
石
造
物
」、「
小
田
の

村
誌
」、
高
宮
惇
氏
・
本
山
繁
基
氏
の
調
査
資
料

参
考
：

　江戸時代から戦前頃にかけて、町内では「地下芝居」
がさかんに行われていました。
　地下芝居とは、プロの役者による芝居ではなく、村
の人々が役を演じて、村の祭礼や行事などで行ってい
た芝居で、鏡野地域ではこの芝居を演じるための芝居
小屋が各地区にあったという話もあります。
　生涯学習課では、鏡野町内の地下芝居に関する情
報を集めています。皆さん本人やご家族、近隣などで
地下芝居を演じたことがある、見たことがある、芝居小
屋や芝居の様子の写真を持っているという方がございま
したら、情報をご提供下さい。お待ちしています。

連絡先　鏡野町生涯学習課（ペスタロッチ館内）担当：日下
電話（0868）54－7733　月曜日は休館になります

地下芝居についての情報を　
　　　　　　集めています
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